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本
市
で
は
、
行
政
経
営
改
革
審
議
会
か

ら
の
答
申
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

て
、
９
月
に
「
第
３
期
庄
原
市
行
政
経
営

改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

（
対
象
期
間
：
令
和
８
年
度
～
令
和
12
年
度
）

行
政
経
営
改
革
大
綱
と
は

　
「
行
政
経
営
改
革
」
と
は
、
経
費
の
縮

減
や
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な

ど
を
目
的
と
す
る
従
来
の
行
政
改
革
に
、

民
間
企
業
の
「
経
営
の
視
点
」
を
取
り
入

れ
た
も
の
で
す
。

　

本
大
綱
で
は
、
改
革
を
進
め
る
た
め
の

取
り
組
み
の
方
向
性
や
目
指
す
姿
を
定
め

て
い
ま
す
。

な
ぜ
今
、行
政
経
営
改
革
が
必
要
か

　

市
の
財
政
は
、
毎
年
の
収
支
不
足
を
補

う
た
め
に
財
政
調
整
基
金
（
市
の
貯
金
）

を
取
り
崩
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
地

域
振
興
や
福
祉
、
教
育
な
ど
、
大
切
な
事

業
の
継
続
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
行
政
運
営
を

行
い
、市
民
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
に
は
、

従
来
の
延
長
線
上
に
な
い
新
た
な
視
点
や

発
想
を
取
り
入
れ
、
行
政
経
営
を
刷
新
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
政
経
営
改
革
を
推
進
す
る　
　
　

　
　
「
５
つ
の
柱
」と
、　　
　
　
　
　

　
　
　
　

そ
の
主
な
取
り
組
み
事
項

　

持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
目
指
し
、
次

の
「
５
つ
の
柱
」
を
掲
げ
、
行
政
経
営
改

革
を
進
め
ま
す
。

新
た
な
手
法
の
導
入
な
ど
に
よ
る
　

事
務
事
業
の
改
善

　

Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
進
技
術
で
業
務
を
効
率

化
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
活

用
し
ま
す
。

▪
先
進
技
術
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化

▪
民
間
活
力
を
事
業
へ
活
用
す
る
た
め
の

　

新
た
な
仕
組
み
の
導
入

多
様
な
主
体
と
の
連
携
の
強
化

　

自
治
振
興
区
や
民
間
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
地
域
課
題
の
解
決
を
図
り
ま
す
。

▪
自
治
振
興
区
と
の
協
働
の
在
り
方
の
再

　

整
理
や
自
治
振
興
区
交
付
金
の
見
直
し

▪
自
治
体
間
の
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築

▪
包
括
連
携
協
定
締
結
団
体
な
ど
と
の
連

　

携
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決

ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

徹
底

　

関
係
法
人
の
体
制
や
公
共
施
設
、
実
施

事
業
の
評
価
の
在
り
方
を
見
直
し
ま
す
。

▪
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
経
営
の
最
適
化

　

に
向
け
た
体
制
整
備

▪
公
共
施
設
の
最
適
な
管
理
と
再
配
置
に

　

よ
る
所
要
経
費
の
縮
減

▪
行
政
評
価
制
度
の
見
直
し

持
続
可
能
な
業
務
執
行
体
制
の
構
築

　

支
所
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
検
討
し
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

適
正
な
職
員
数
の
確
保
や
職
員
育
成
な
ど

に
よ
り
、
持
続
可
能
な
業
務
執
行
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

▪
支
所
機
能
の
改
編

▪
職
員
育
成
の
推
進

▪
定
員
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

　

適
正
な
職
員
数
を
確
保

財
政
資
源
の
最
適
配
分

　

持
続
可
能
で
規
律
あ
る
財
政
運
営
を
行

い
、
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
に
投

資
で
き
る
予
算
を
確
保
し
ま
す
。

▪
財
政
運
営
に
お
け
る
基
本
方
針
の
策
定

▪
歳
入
の
確
保

　
（
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
向
上
な
ど
）

▪
歳
出
の
見
直
し

　
（
補
助
金
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
見
直
し
な
ど
）

※
第
３
期
庄
原
市
行
政
経
営
改

革
大
綱
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①②

⑤
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　本市は、平成の大合併以降、各地域が育んできた歴史や文化を大切に守りながら、まちづくりを進めてまいりました。
　しかし、進行する人口減少と少子高齢化により、本市の行財政運営は極めて厳しい局面を迎えつつあります。
　審議会からの答申でも指摘された通り、これまでの仕組みの延長線上では、未来へと続くまちづくりは困難であると
いう現実を、私たちは率直に受け止めなければなりません。
　本市では、合併以来、各地域が手を携えて発展に努めてまいりましたが、今なお残る旧市町の枠組みや慣習が、真
の一体感の醸成や市全体の最適化を阻む壁となっている側面も否定できません。
　合併二十年という節目を機に、旧市町の枠組みを完全に乗り越え、「一つの庄原」として市全体の最適解を追求す
る新たなステージへと進みます。支所の在り方、住民自治組織の仕組み、公共施設の再配置など、将来世代に過度な
負担を残さないための行政経営の刷新に取り組みます。
　同時に、ＤＸやＡＩといった新たな技術を積極的に取り入れ、市民の皆様が「いつでも・どこでも・誰でも」質の高
い行政サービスを享受できる市役所へと変革させてまいります。
　これらの改革には、痛みを伴う見直しも含まれます。だからこそ、私が先頭に立ち、市民の皆様と改革の目的や進捗
状況を共有しながら進めてまいります。
　本改革は、単なる経費削減ではありません。人材、財源が限られていくからこそ、行政経営を根本から刷新して必
要な投資資源を生み出し、「安心な暮らしが充実し、庄原に関わる人の未来がつながっていくまち」を実現するための、
強固な土台づくりです。
　次世代に責任ある庄原を引き継ぐべく、私は強い覚悟を持ってこの改革をやり遂げる決意です。
　すべての「庄原に関わる人」の未来のために、市民の皆様の深いご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。

～ 一つの庄原未来創造宣言 ～

　　

宣
言
で
申
し
上
げ
た
「
壁
」
と
は
、

市
民
の
皆
様
の
心
情
や
地
域
の
融
和
を

指
す
も
の
で
は
な
く
、
主
に
次
の
３
点

に
お
い
て
、
今
後
の
市
政
運
営
上
の
課

題
と
な
り
得
る
も
の
を
念
頭
に
置
い
た

も
の
で
す
。

　

第
一
に
、
行
政
運
営
に
つ
い
て
、
事

務
に
お
け
る
解
釈
・
運
用
の
差
異
が
生

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
業
務
執
行

体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

第
二
に
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
合

併
時
に
引
き
継
い
だ
施
設
は
、
旧
市
町

を
前
提
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
本
来
、

子
育
て
支
援
や
産
業
振
興
な
ど
、
未
来

へ
の
投
資
に
振
り
向
け
る
べ
き
財
源
や

労
力
が
、
施
設
の
維
持
管
理
に
費
や
さ

れ
て
い
る
実
情
も
あ
り
、
将
来
世
代
に

過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
、

全
て
の
施
設
を
現
状
の
ま
ま
維
持
し
続

け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
農
産
物
の
流
通
や
観

光
振
興
な
ど
、
旧
市
町
の
枠
を
越
え
て

市
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
大

き
な
成
果
を
生
み
出
し
得
る
分
野
が
あ

り
ま
す
。

　
「
真
の
一
体
感
の
醸
成
」
と
は
、

各
地
域
の
個
性
や
文
化
を

画
一
化
す
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
育
ん
で
き
た
歴

史
や
文
化
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、
多

様
な
魅
力
を
尊
重
し
、
そ
の
強
み
を
市

全
体
の
強
み
へ
と
高
め
て
い
く
こ
と
。

　

そ
し
て
、
市
全
体
と
し
て
何
が
最
適

か
と
い
う
視
点
を
、
市
民
・
地
域
・
行

政
が
共
有
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
地
域
の
取

り
組
み
や
努
力
を
否
定
す
る
も
の
で

は
、
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

む
し
ろ
、
20
年
か
け
て
育
ま
れ
た
土

台
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
旧
市
町
の
枠
組

み
を
乗
り
越
え
、「
一
つ
の
庄
原
」
と

し
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
進
む
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
つ
の
庄
原
未
来
創
造
宣
言
に
あ
た
っ
て
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